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、挙式料￥1 6 , 0 0 0 （控室など一切を含む）
＠披露宴￥3 , 0 0 0 （お一人様につき）

{ 孟綜実ご髄表鯛
（税金、サービス料別) ￥1 0 , 0 0 0

し あわせなお二人の

清らかで優雅な結婚式場

オリエンタルホテルチェーン

お二人のアイデア
演出、ご予算等の
ご相談に応じさせ
ていただきます

や
晶

跨
ら や晶
跨
ら

，
圭
一

雲散二 、

！仏

r

小鳥が祝う二人の門出

六甲オリエンタルホテノレ
、特典：ご婚礼当日ご一泊

ご招待申し上げます
国立公園六甲ＴＥＬ（8 9 ）０３３３

真心が二人をつつむ

神戸オリエンタルホテノし
、特典：ご結婚一周年記念日

お二人様を晩餐にご招待
神戸・京町ＴＥＬ（3 3 ）８１１１

綴

一心一心
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西
川
鯉
蓉

同
ｒ
埴
ご
』
｜
‐
ｂ
幽
門
閣
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｢

野
電

‘
密
１
１
１

ヨ

庁

〆
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ご字句や比

‘鱒:‘磯
、壷:１Ｊ

泌

●簾
が
動
く
の
で
秋
の
気
配
を
感
じ
る
稽
古
場
。
す
っ
き
り
と

舞
諏
う
扇
面
が
、
体
の
線
に
流
れ
て
涼
や
か
だ
。

西
川
鯉
蓉
。
西
川
小
一
扇
両
を
経
て
、
昭
和
三
十
六
年
西
川
鯉
．

蓉
を
名
取
る
。
東
京
、
名
古
屋
へ
と
苦
し
い
稽
古
で
青
春
時
霞
代

を
あ
け
く
れ
る
が
、
そ
の
粘
り
強
さ
が
お
弟
子
さ
ん
に
厳
し
く
、

ま
た
謙
虚
陣
接
し
て
い
る
よ
う
だ
。

人
柄
の
せ
い
か
、
年
輩
の
男
性
が
黒
田
節
を
習
い
に
く
る
そ

う
だ
が
、
流
行
歌
を
教
え
て
く
れ
と
い
わ
れ
る
と
困
り
ま
す
ワ
、

と
時
『
代
の
波
に
動
じ
な
い
も
の
が
あ
る
。

古
典
に
磨
き
を
か
け
た
い
、
と
抱
負
を
述
べ
る
。
青
谷
住
い
、

青
谷
育
瞬
ち
の
生
粋
の
神
戸
っ
子
で
あ
る
。

〈
写
真
左
・
青
谷
妙
光
院
に
て
写
真
下
・
自
宅
稽
古
場
に
て
〉

【F 神識”電-‐‘．．…
霧１℃鐘
惑,が．Ｙ
Ｆｈ』錦か追

制遺

言露．“‐型

知＆

戸
っ
子
棚

亭

醇

群

’
１
３
３
・
田
唖

一》

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

篭

〈
邦
舞
家
〉
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為…翼珠: 熟嘉繕撫③

＆

２

田 崎頁珠
本社・神戸市葺合区顧塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館秀品店内
パールギャラリー・神戸市灘区六甲台町２４
銀座店・東京都中央区銀座西６－５
プラザ店・大阪ホテルプラザ内
パールファーム・溜池電停前( ショールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダー店・ホテル・ニューオータニ内
札幌店・札幌パークホテル内
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L r f 与哨, 串
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霜
ロ

Ｉ
』
ｈ

剤
’
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●
神
戸
っ
子
切
Ｉ
Ｉ
和
田
悟
朗

全
身
で
蛇
死
に
ゆ
く
や
尼
寺
冷
え
。
花
鳥
風
月
を
超
え
た
冷
酷

な
リ
ァ
リ
テ
ィ
が
鋭
い
言
葉
と
共
に
展
開
さ
れ
る
。

和
田
悟
朗
。
現
代
俳
句
協
会
賞
を
う
け
る
。
県
下
で
は
和
田
氏

が
属
す
る
「
渦
」
の
主
宰
者
赤
尾
兜
子
氏
に
次
い
で
二
人
目
だ
。

奈
良
女
子
大
理
学
部
教
授
、
理
学
博
士
と
い
う
経
歴
が
、
物
を

観
る
自
然
科
学
者
の
眼
を
も
っ
て
、
現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
素

材
を
実
体
に
透
徹
す
る
ま
で
の
厳
し
さ
で
俳
句
の
世
界
に
迫
ま
る

昭
和
二
七
年
よ
り
菟
原
逸
郎
氏
に
よ
り
俳
句
の
面
白
味
を
教
わ

り
本
格
的
に
句
作
を
始
め
る
。
言
葉
の
革
新
的
な
使
い
方
に
興
味

を
持
つ
と
同
時
に
、
実
作
者
の
立
場
を
離
れ
ず
俳
論
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
大
正
十
二
年
生
ま
れ
。
神
戸
一
中
卒
．
東
灘
区
在
住

〈
写
真
左
。
岡
本
梅
ヶ
谷
に
て
写
真
下
・
自
宅
書
斎
に
て
〉

§〆．勢爵鳴
諦 ｡ 』４，

．，，蕊、誇
為典１K＃

常･則爾 ﾉ匡，
瀞

３

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

熱
肇
誌
頚
部
教
授
〉

８
０
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写
真
右
か
ら

五
官
芳
美
岡
部
光
子
‐
正
重
公
山
本

美
穂
子
（
準
団
員
）
武
城
真
由
美
（
準
団
員
）

小
柴
よ
う
子
鷹
山
新
一
伴
正
也
小

柳
二
郎
矢
内
原
冴
子
川
瀬
徹
男
大

島
加
代
子
東
み
ち
子
（
準
団
員
）
牧
慎

三
（
代
表
者
）

丙里

可せ
る
軸
を
か
た
ち
づ
く
る
も
の
は

神
戸
高
校
の
卒
業
生
が
三
分
の
二

を
占
め
る
と
い
う
劇
団
構
成
に
も

感
じ
ら
れ
る
。

十
月
二
六
日
、
神
戸
国
際
会
館

で
上
演
さ
れ
る
ア
ー
サ
ー
・
ロ
ー

レ
ン
ッ
作
「
旅
情
」
を
通
し
て
、

真
に
演
劇
と
は
何
か
を
観
客
に
問

い
か
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
大
い
に
期
待
し
て
も
よ
い
こ
と

な
の
だ
。

パ
ン
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
牧
羊

神
。
陽
気
な
神
で
知
恵
者
で
あ
り

山
野
を
葦
笛
を
吹
い
て
か
け
め
ぐ

る
．
い
た
ず
ら
を
好
み
戯
れ
る
。

花
隈
公
園
に
集
っ
た
劇
団
テ
ァ

ト
ロ
・
パ
ン
の
仲
間
た
ち
。
パ
ン

ほ
ど
の
形
相
は
し
て
な
い
ま
で
も

日
常
性
に
ど
っ
ぷ
り
浸
る
体
質
を

持
っ
て
い
る
よ
う
だ
．

芸
術
を
純
粋
に
創
造
し
よ
う
と

す
る
心
構
え
は
、
演
劇
人
で
あ
る

か
ぎ
り
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
そ

し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
団
員
個
人
の
演
劇
に
対

す
る
厳
し
さ
を
要
求
す
る
。

こ
れ
が
二
十
周
年
を
迎
え
て
も

な
お
若
い
演
劇
人
を
魅
き
つ
け
る

テ
ア
ト
ロ
・
パ
ン
の
魅
力
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
そ
の
伝
統
を
意
識
さ

』
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幸唾

ウ

か ねこ

,j'二¥ｸ゙･ン
●花嫁とパール
秋のおとずれ。
静楚な花嫁の姿が美しい時
真白のウエテ蟹イングドレス
に、責品と初々しさをそえ
るパールは、愛の日を飾る
にふさわしいアクセサリー
二人の幸せを結ぶパールリ
ンクぐ。花嫁を飾るネックレ
ス、イヤリンク、など、テ霞ザ
イン、品質ともに最高の「か
ねこパールーＩをおすすめい
たします。

おしゃれをリードする……

園金子員珠
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ポートアイランドを
踏む

神
戸
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
大

き
な
軸
と
な
る
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
を
見
ず
し
て
、

神
戸
で
の
流
通
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
、
八

月
十
三
日
の
炎
天
下
、
神

戸
百
店
会
の
メ
ン
バ
ー
九

人
が
、
神
戸
市
臨
海
開
発

局
の
案
内
で
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
に
上
陸
し
た
。

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
か
ら

ラ
ン
チ
に
乗
船
す
る
と
、

発
展
す
る
神
戸
港
の
様
子

が
一
目
で
わ
か
る
。
プ
ッ

シ
ャ
ー
バ
ｉ
ジ
が
土
砂
を

揚
げ
て
お
り
、
防
潮
堤
が

人
工
島
の
骨
組
み
を
つ
く

り
つ
つ
あ
る
。

一
三
○
万
坪
と
生
田
区

大
の
島
だ
が
、
第
四
突
堤

か
ら
架
か
る
神
戸
大
橋
も

両
方
か
ら
ド
ッ
キ
ン
グ
し

て
、
来
年
三
月
か
ら
の
コ

ン
テ
ナ
ー
バ
ー
ス
の
使
用

が
待
た
れ
て
い
る
。

神
戸
の
発
展
を
、
直
接

に
肌
で
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
意
義
あ
る
一
日
で
あ
る

潮

〈蕊

卿
一司_ _ 琴哩 = 嘩詞寺△西一 = “二皇詫一三一■専売

‘画掴一宇翠宇竺一守樹室

誇穆窯棒浬鍾
…蕨幾…“亀頭や織蓉鐸潔“雑鍵§癖= - 蝿簿瓢，崇鰹響偏．全

、

神戸百店会

晒

〃

》
一

函
画議箪i識

エキ笠』出二季…

写真上・神戸商工貿易センター2 6 階より見た
ポートアイランド。手前は架橋工事
中の神戸大橋。

右．ポートアイランド上での神戸百店会
のメンバー

〈右から＞
村井( 朝日麦酒) 芹沢利雄( セリザワ) 三戸伊之
介（ゴンチャロフ製菓）鈴木宣次（ユーハイ
ム）末積良之介（末積製額）山崎忠之( 栄弥）
熊田雄二（三星堂薬局）吉川進（風月堂）永
田良一郎（永田良介商店）

Ｑ
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マ
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か
ん
づ
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け
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神
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ダ
ー
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メ
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セ
ン
タ
ー
①
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ
‐

世
界
の
都
市
雑
誌
①
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

衝
の
お
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情
報
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紬
ユ
戸
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集
い
か
ら

技
術 コ

ゥ
ベ
・
ス
ナ
ッ
ブ
ヅ
鍵
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
見
学
Ｉ

わ
た
し
の
意
見
／
吉
川
進
Ｉ

随
想
三
題
／
風
・
宮
田
恭
子
俺
と
あ
い
つ
・
松
原
成
夫

〃

サ
ン
テ
レ
ビ
だ
け
の
話
・
神
栄
赴
郷

あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
ゾ
ノ
「
テ
ア
ト
ロ
・
パ
ン
一
Ｉ

れ
ん
さ
い
随
想
⑤
六
甲
哀
愁
。
林
田
重
五
郎

随
想
γ
／
神
戸
に
住
み
た
い
。
大
久
保
恒
次

随
想
７
小
庭
小
事
。
白
川
渥

神
戸
っ
子
対
談
，
／
小
泉
徳
一
・
柏
井
健
〒

経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

お
し
や
‐
れ
．
た
い
的
一
瓦

表
紙
；
小
磯
良
平

“
．
．
。
量
。
。
扇
７
露
高
瀬
一
Ｉ

神
戸
っ
子
翻
／
撮
影
・
米
田
定
蔵
Ｉ

①
西
川
鯉
蓉
／
②
和
田
悟
朗

あ
る
集
い
，
／
劇
団
「
テ
ア
ト
ロ
・
パ
ン

神
戸
っ
子
加
月
号
目
次

サ 神 あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す

界
の

の
お

戸
を
訪

な
た
の

な戸
っ
子
対
談

宿
ポ
ケ
ッ
ト

伽
ジ
ャ
ー
ナ

〆ﾂ ﾞ 8 呂八Ｊ陸、

ノノ、
互
亜

マ
ン

Iまフ
れれ 小神しシモアヤ

ヨダＩ｜
ツＩバナ
ピンンル

戸
っ
子
の
手

れ
る
人
々
に

や
く
り

い
か
ら

ソ
ヤ

ノ

そ
，
／
小
泉
徳
一
・
柏

ジ
ャ
ー
ナ
ル
ー

ン
リ
ビ
ン
グ
ノ
排
一
一

ン
デ
等
ソ
Ｊ
１
ン
ノ
シ
小

ル
ノ
諸
岡
博
熊

ツ
》
ノ

４

み
た
い
。
大

六
甲
哀
愁
。

「
テ
ア
ト
ロ

あ計
と。
／ネ｜
司卦

〆
ポ
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や
さ
し
い
道
し
る
べ
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元町３丁目代表（3 2 ）１２１２月曜定休

1 0 月上旬元町新装開店

画: ＞識戸眼鏡院

僻 神戸眼鏡院元町店が、今
度装いも新たにクリェイ
ティブな眼鏡店として開
店致します。めがねの事
なら自信を持ってお引き
受け致しますので今後共
よろしく御利用下きいま
せ。
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1３

☆
昔
日
の
感
を
抱
か
せ
る
神
戸
港
と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

こ
の
た
び
、
神
戸
百
店
会
総
会
の
行
事
と
し
て
、
着
々
と
進
行

し
て
い
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
現
状
視
察
が
神
戸
市
の
担
当
者

の
ご
案
内
で
、
真
夏
の
八
月
、
炎
天
の
太
陽
の
下
で
行
な
わ
れ
た

昔
懐
し
い
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
に
集
合
し
て
、
永
田
良
一
郎
君
が

眼
前
の
海
で
少
年
時
代
を
泳
い
で
過
ご
し
た
、
と
想
い
出
を
語
れ

ば
、
そ
う
い
え
ば
、
五
尺
ぐ
ら
い
の
高
さ
の
鉄
柵
が
船
の
溜
り
場

と
海
岸
線
を
区
切
っ
て
白
砂
と
松
が
あ
っ
た
が
、
東
寄
り
の
倉
庫

を
蝋
石
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
小
学
校
時
代
、
日
の
暮
れ
る
の

も
忘
れ
た
の
も
、
す
で
に
五
十
年
前
の
想
い
出
で
あ
る
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
は
日
頃
よ
く
行
な
わ
れ
て
は
い
る

が
、
実
際
足
を
踏
み
入
れ
る
の
は
今
日
が
初
め
て
。
第
四
突
堤
と

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
つ
な
ぐ
神
戸
大
橋
も
両
端
か
ら
鋭
く
突
き

立
っ
て
見
え
、
来
年
四
月
に
は
、
こ
の
橋
も
コ
ン
テ
ナ
ー
バ
ー
ス

に
直
通
す
る
と
の
説
明
を
う
け
た
。

人
工
島
に
立
っ
て
北
を
眺
め
る
と
、
神
戸
市
東
端
か
ら
西
の
鉢

伏
山
が
海
に
入
る
ま
で
が
、
一
枚
の
絵
と
し
て
な
か
な
か
魅
力
的

で
は
あ
る
が
、
眼
前
に
そ
び
え
立
つ
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
の

薄
暗
色
が
六
甲
の
緑
に
沈
ん
で
浮
き
た
っ
て
こ
な
い
の
が
残
念
だ

神
戸
港
の
中
枢
か
ら
生
田
区
大
の
人
工
島
が
で
き
あ
が
る
な
ん

て
、
少
し
前
の
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
夢
物
語
で
あ
っ
た
ろ
う

☆
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
軸
に
神
戸
の
都
市
計
画
を

し
か
し
、
現
実
に
人
工
島
が
す
で
に
あ
る
。
こ
の
一
歩
は
小
さ

い
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
神
戸
の
発
展
は
果
て
し
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
関
係
者
で
検
討
中
で
は
あ
る
が
、
六
大
都
市
の
中

で
神
戸
ら
し
い
海
浜
公
園
の
よ
う
な
文
化
的
経
済
的
に
も
す
ば
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
が
実
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

戦
後
の
神
戸
に
は
都
市
計
画
の
手
を
打
つ
べ
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ

っ
た
の
が
、
今
こ
の
時
期
に
お
い
て
二
度
目
の
機
会
が
与
え
ら
れ

た
。
し
か
し
事
情
は
当
時
と
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
今
、
神
戸
港
千

年
の
将
来
を
考
え
、
街
の
創
造
に
全
市
民
の
知
恵
を
結
集
し
、
幾

世
代
も
の
人
が
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
神
戸
の
街
に
住
む
こ
と

を
よ
り
好
ま
し
く
思
う
街
を
、
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

吉川
く風月堂社長＞

しの意見

ポートアイランドを
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須
磨
浦
山
上
遊
苑
の
壮
大
な
劇
場
の
中
で

く
り
ひ
ろ
げ
る
水
と
光
と
音
楽
の
饗
宴

須
磨
浦
畔
レ
三
フ
ァ
噴
悲
Ⅲ
Ⅳ
ハ
レ
ズ

完
成
記
念
特
別
シ
ョ
ー
・
日
本
歌
劇
団
出
演
（
全
７
景
）

ド
レ
ミ
フ
ァ
ダ
ン
シ
ン
グ
序
０
》

０

厄ノ

了師［
津弾鞍

Ｌｑ _』ｉｆ麹

‐
’
９
。
■
■
．
ｅ
甲
■
■
Ｄ

＆
●
■
ロ
凸
守
口
命
品
。
手
酌
。

。
□
。
■
■
。
■
先
日
・
ロ
。
ｐ

ｐ
ｑ
Ｂ
●
。
■
●
０
口
●
ロ
■
■
●
，
。
Ｆ

口
廿
ロ
。
ｑ
●
。
■
。
●
、
巴
設
■
。
。
．

■
●
。
■
。
●
＄
ｑ
哉
■
■
ロ
ロ
択
口
。

》
》
》
》
》
》
》

㈹
月
４
日
（
土
）
・
５
日
（
日
）
と
柵
日
（
祝
）
←
旧
日
（
日
）
連
日

浬
日
（
水
）
・
濁
日
（
土
）
・
踊
日
（
日
）
公
演

こ
の
夏
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
ド
レ
ミ
フ
ァ
噴
水
Ｉ
す
べ
て
の
音
楽
や
歌
声
に
ピ
ッ
タ
リ
と

合
わ
せ
て
数
か
ぎ
り
な
く
変
化
す
る
画
期
的
な
噴
水
Ｉ
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
噴
水
の
特
色
を

フ
ル
に
使
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
楽
し
い
”
ド
レ
ミ
フ
ァ
ダ
ン
シ
ン
グ
７
い
を
開
催
″

＊
噴
水
ノ
ズ
ル
－
０
０
０
本
・
水
中
カ
ラ
ー
照
明
５
０
０
灯
・
客
席
６
０
０
席

■
ド
レ
ミ
フ
ァ
噴
水
パ
レ
ス
開
館
Ｉ
ｍ
時
別
分
←
四
時
国
入
場
料
Ｉ
大
人
２
０
０
円
・
・
小
人
１
０
０
円

■
コ
ー
ス
ー
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
カ
ー
レ
ー
タ
ー
・
観
光
リ
フ
ト
で
お
楽
に
ド
レ
ミ
フ
ー
ノ
噴
水
パ
レ
ス
へ

須
摩
畢
湘
公
園
駅
下
車
小
山
娼
砺
奉
唱
宙
手

抑Ｉ

蕊
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